shonenho ni okeru shiho fukushi no tenkai by 服部 朗
服部朗氏学位審査請求論文審査報告  
 
 愛知学院大学教授服部朗氏は 2006 年 10 月 25 日、論文「少年司法における司法福祉の
展開」を早稲田大学大学院法学研究科に提出して、博士（法学）の学位を請求した。下記




 本論文は、第Ⅰ部 少年法における「司法」と「福祉」、第Ⅱ部 「軽微な」非行への対





























































































































































46 条 1 項の「審判を経た事件」に当たるという扱いをすべきである。 
 
第三章 少年審判と抗告 
最高裁 1985(昭和 60)年 5 月 14 日第三小法廷決定は、「少年法 23 条 2 項による保護処分
に付さない決定に対しては、たとえそれが非行事実の認定を明示したものであっても抗告
を許されず、このように解しても憲法 31 条・32 条に違反するものでない」として、最高




規則 55 条のような準用規定の不存在等が考えられる。 
しかし、著者は、このような解釈には疑問があり、非行事実を認定した上での不処分決
定は、非行事実を争いたい少年にとっては不当な保護処分決定を受けた場合と実質を同じ
くするから、これに対しては法 32 条を類推適用して抗告を認めるべきであると主張する。 
 第Ⅳ部 法改正をめぐる動き 
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